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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波のエコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示する超音波診断装
置において、
　同一視点及び同一断面で、異なる送受信条件によって超音波の送受信を行なって、ステ
レオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群をそれぞれ取得する超音波送受信
部と、
　前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成
する画像生成部と、
　前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示する表示制御部と
、を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記送受信条件として
の送信フォーカス及び受信フォーカスに差異をもたせることを特徴とする請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項３】
前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記送受信条件として
の送信開口及び受信開口に差異をもたせることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断
装置。
【請求項４】
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前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記送受信条件として
の音速パラメータに差異をもたせることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
超音波のエコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示する超音波診断装
置において、
　同一視点及び同一断面で、送信条件と、１回の送信に対して異なる受信条件とによって
超音波の送受信を行なって、ステレオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群
をそれぞれ取得する超音波送受信部と、
　前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成
する画像生成部と、
　前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示させる表示制御部
と、を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記受信条件としての
受信フォーカスに差異をもたせることを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記受信条件としての
受信開口に差異をもたせることを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
前記超音波送受信部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像間で、前記受信条件としての
音速パラメータに差異をもたせることを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
前記超音波送受信部は、１回の超音波の送信によって得られた信号に対して、異なる受信
条件を与えることにより、前記２種類の走査線信号群をそれぞれ取得することを特徴とす
る請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
前記右眼用画像及び前記左眼用画像を記憶する記憶装置をさらに有することを特徴とする
請求項１又は５に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
前記表示制御部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を交互に前記表示装置に表示させ
る場合、表示位置を交互に入れ替えることを特徴とする請求項１又は５に記載の超音波診
断装置。
【請求項１２】
前記表示制御部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を前記表示装置上の左右に交互表
示させ、
前記交互表示に同期してＯＮ／ＯＦＦを繰り返す液晶シャッター眼鏡をさらに有すること
を特徴とする請求項１又は５に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
前記表示装置を、観察者が眼鏡なしで前記右眼用画像及び前記左眼用画像を１つの立体像
として知覚するための立体視ディスプレイとすることを特徴とする請求項１又は５に記載
の超音波診断装置。
【請求項１４】
前記表示制御部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を前記表示装置上に上下又は左右
に並列表示させることを特徴とする請求項１又は５に記載の超音波診断装置。
【請求項１５】
前記表示制御部は、前記右眼用画像及び前記左眼用画像のうち一方を第１色、他方を第２
色として生成し、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を前記表示装置としてのカラーモニ
タに加算表示させることを特徴とする請求項１又は５に記載の超音波診断装置。
【請求項１６】
超音波のエコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示するコンピュータ
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に、
　同一視点及び同一断面で、異なる送受信条件によって超音波の送受信を行なって、ステ
レオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群をそれぞれ取得する機能と、
　前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成
する機能と、
　前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示させる機能と、を
実現させることを特徴とする超音波画像表示プログラム。
【請求項１７】
超音波のエコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示するコンピュータ
に、
　同一視点及び同一断面で、送信条件と、１回の送信に対して異なる受信条件とによって
超音波の送受信を行なって、ステレオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群
をそれぞれ取得する機能と、
　前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成
する機能と、
　前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示させる機能と、を
実現させることを特徴とする超音波画像表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に照射した超音波のエコー信号を基に、被検体の断層像を映像化する
技術に係り、特に、特に微小構造物の視認性を向上させる超音波診断装置及び超音波画像
表示プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断は、超音波プローブを体表から当てるだけの簡単な操作で心臓の拍動や胎児
の動きの様子がリアルタイム表示で得られ、かつ安全性が高いため繰り返して検査が行な
える。加えて、超音波診断は、Ｘ線、Ｘ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄ　Ｔｏｍｏｇ
ｒａｐｈｙ）及びＭＲＩ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）等
の装置に比べて装置規模が小さく、ベッドサイドへ移動していっての検査も容易に行なえ
るなど簡便である。また、超音波診断はＸ線等のように被曝の影響がなく、産科や在宅医
療等においても使用することができる。
【０００３】
　超音波診断においては、他の装置と同様に、検査者は取得された画像から様々な診断情
報を読みとっている。例えば、視認可能な腫瘍の大きさ、心筋の壁厚、もしくは心臓の動
態等から、疾病の重症度などを読みとっている。超音波診断の一つに、肝臓の硬変度の診
断がある。肝細胞の破壊と再生が繰り返されると肝臓内に繊維化組織が増え、次第に肝細
胞数が減り、肝臓が硬く縮小した状態は肝硬変と呼ばれている。肝硬変の初期の段階は、
患者の自覚症状もない上に、画像で微小な繊維化構造を観察することは難しい。しかしな
がら肝硬変度が高くなるに連れ、肝臓実質のスペックルパタンの不均一さが視認できるよ
うになるため、医療現場ではこの不均一さを目視観察することで、肝硬変の度合いを判断
する基準としている。
【０００４】
　スペックルパタンとは、無数の散乱体が超音波の解像度以下の細かさで分布していると
きに、散乱波の無数の重畳によってエコー信号強度に高い部分と低い部分とが生じる現象
である。この現象は、いわゆる干渉縞に近い物理現象であり、パタン自体は臓器の構造を
直接に反映するものではないことは良く知られている。上記の肝硬変の観察も、スペック
ルパタンが繊維化組織の構造の様子を直接は反映していない。しかし、肝硬変の重症度が
増すにつれて特徴的な視覚的パタンを呈し、これが診断に利用されている。
【０００５】
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　上述のような、医師の経験的な判断による診断が人間のどのような認識パタンの下で行
なわれているのか、という疑問を客観的に且つ科学的に解明しようという研究がなされて
いる（例えば、非特許文献１，２及び３参照。）。
【０００６】
　非特許文献１，２及び３によれば、肝硬変の進行に伴って発生する結節と繊維化組織が
徐々に大きくなってゆく過程で、超音波パルスに対しても構造物として認知されるレベル
の大きさに徐々に変化してゆくため、スペックルパタンは徐々に構造物としての情報が増
えていき、これにつれてパタンが徐々に変化してゆくと考察されている。このように、画
像から組織性状を観察する際には、スペックルパタン自体には情報はなく、スペックルと
類似した微小構造物をスペックルと分離して視認するということが重要となる。このアプ
ローチは、「スペックルノイズ除去　（Ｓｐｅｃｋｌｅ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）」という
分野として古くから研究がなされてきた（例えば、非特許文献４参照。）。
【０００７】
　以上の方法に共通するのは、スペックルは構造と無関係な干渉縞であるという特徴から
、平滑化フィルタ等を利用してその描画性を低め、構造物の描画性を相対的に高める、い
わゆる画像フィルタとしての方法が主となっていた。
【非特許文献１】Ｙａｍａｇｕｃｈｉ　Ｔ，　Ｈａｃｈｉｙａ　Ｈ，　“Ｍｏｄｅｌｉｎ
ｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｉｒｒｈｏｔｉｃ　Ｌｉｖｅｒ　Ｃｏｎｓｉｄｅｒｉｎｇ　ｔｈｅ
　Ｌｉｖｅｒ　Ｌｏｂｕｌｅ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ”，　Ｊｐｎ，　Ｊ．　Ａｐｐ；．　
Ｐｈｙｓ．　Ｖｏｌ．３８　（１９９９）　ｐｐ．　３３８２－３３９２
【非特許文献２】大塚、山口、蜂屋：”病変肝の超音波Ｂモード画像のシミュレーション
による検討”，　信学技報，　ＵＳ９６－１６　（１９９６－０６），　ｐｐ．１５－２
２
【非特許文献３】菊池恒夫、中澤敏弘　他、”超音波診断装置のエコー波形スペクトル形
状による間疾患定量診断技術の開発”，　日超医基礎技術研究会，　ＢＴ－２０００－３
１，　ｐｐ．９－１５　（２００１）
【非特許文献４】Ｍｕｓｔａｆａ　Ｋａｒａｍａｎ，　ｅｔ　ａｌ．　“Ａｎ　ａｄａｐ
ｔｉｖｅ　ｓｐｅｃｋｌｅ　ｓｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｆｉｌｔｅｒ　ｆｏｒ　ｍｅｄｉ
ｃａｌ　ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　ｉｍａｇｉｎｇ”，　ＩＥＥＥ　Ｔｒａｎｓ　ｏｎ　ｍ
ｅｄｉｃａｌ　ｉｍａｇｉｎｇ，　ｖｅｌ．１４，　ｎｏ．２　２８３－２９２　（１９
９５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来の画像フィルタによるスペックルノイズ除去の手法は、比較的大きな構造物を描出
する際には有用な結果が得られている。しかし、スペックルと類似した微小な構造物は、
しばしばスペックルと同じように扱われて、平滑化されてしまう場合もある。これは診断
目的によって有用性が異なることを意味しており、大局的な臓器の形状を診断する際は既
存の画像フィルタ法が有用であるが、びまん性肝臓疾患等、臓器実質の微妙な変化を観察
する場合には、画像フィルタ法では必要な情報も欠落してしまう危険性がある。
【０００９】
　本発明は、上述した事情を考慮してなされたもので、画像の画質を維持しながら、ター
ゲット（微小構造物）と不要物（スペックル）とを分離できる超音波診断装置及び超音波
画像表示プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る超音波診断装置は、上述した課題を解決するために、同一視点及び同一断
面で、異なる送受信条件によって超音波の送受信を行なって、ステレオグラム表示による
立体視用の２種類の走査線信号群をそれぞれ取得する超音波送受信部と、前記２種類の走
査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成する画像生成部と
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、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示する表示制御部と
、を有する。
【００１１】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、上述した課題を解決するために、同一視点及び
同一断面で、送信条件と、１回の送信に対して異なる受信条件とによって超音波の送受信
を行なって、ステレオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群をそれぞれ取得
する超音波送受信部と、前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像の
データをそれぞれ生成する画像生成部と、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置
にステレオグラム表示させる表示制御部と、を有する。
【００１２】
　本発明に係る超音波画像表示プログラムは、上述した課題を解決するために、超音波の
エコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示するコンピュータに、同一
視点及び同一断面で、異なる送受信条件によって超音波の送受信を行なって、ステレオグ
ラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群をそれぞれ取得する機能と、前記２種類
の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画像のデータをそれぞれ生成する機能と、
前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置にステレオグラム表示させる機能と、を実
現させる。
【００１３】
　また、本発明に係る超音波画像表示プログラムは、上述した課題を解決するために、超
音波のエコー信号を基に、被検体の断層における画像を生成して表示するコンピュータに
、同一視点及び同一断面で、送信条件と、１回の送信に対して異なる受信条件とによって
超音波の送受信を行なって、ステレオグラム表示による立体視用の２種類の走査線信号群
をそれぞれ取得する機能と、前記２種類の走査線信号群を基に、右眼用画像及び左眼用画
像のデータをそれぞれ生成する機能と、前記右眼用画像及び前記左眼用画像を表示装置に
ステレオグラム表示させる機能と、を実現させる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る超音波診断装置及び超音波画像表示プログラムによれば、画像の画質を維
持しながら、ターゲット（微小構造物）と不要物（スペックル）とを分離できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明に係る超音波診断装置及び超音波画像表示プログラムの実施形態について、添付
図面を参照して説明する。なお、本実施形態における被検体の診断部位（臓器）は肝臓実
質を想定しているが、実際には肝臓に限らず、腎臓、心臓及び甲状腺等、様々な領域で適
用可能である。
【００１６】
　図１は、本発明に係る超音波診断装置及び超音波画像表示プログラムの機能の実施形態
を示すブロック図である。
【００１７】
　図１は、被検体の断層像を表示する超音波診断装置１０を示す。その超音波診断装置１
０には、超音波プローブ１１、超音波診断装置本体１２、入力装置１３及び表示装置１４
が設けられる。
【００１８】
　超音波プローブ１１は、大きくは、超音波診断装置本体１２からの駆動信号を基に超音
波を発生して被検体Ｐからの反射波を電気信号（エコー信号）に変換する複数の圧電振動
子と、その圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音波の伝播を防
止するバッキング材とから構成される。超音波プローブ１１から被検体Ｐに超音波が送信
されると、送信超音波は、体内組織の音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、
エコー信号として超音波プローブ１１に受信される。受信されたエコー信号の振幅は、反
射することになった反射することになった不連続面における音響インピーダンスの差に依
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存する。また、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁等の表面で反射さ
れた場合のエコーは、ドプラ効果により移動体の超音波送信方向の速度成分を依存して、
周波数偏移を受ける。
【００１９】
　超音波診断装置本体１２には、超音波送受信部２１、画像処理部２２、画像生成部２３
、画像再構成部２４、表示制御部２５、コンピュータ３０、通信制御装置３１及び外部記
憶装置３２が設けられる。なお、超音波診断装置本体１２に設ける超音波送受信部２１、
画像処理部２２、画像生成部２３、画像再構成部２４及び表示制御部２５は集積回路等の
ハードウェアで構成される場合について説明するが、その場合に限定されるものではない
。超音波送受信部２１、画像処理部２２、画像生成部２３、画像再構成部２４及び表示制
御部２５の全部又は一部が、ソフトウェア的にモジュール化された超音波画像表示プログ
ラム（ソフトウェアプログラム）として機能する場合であってもよい。
【００２０】
　図２は、超音波送受信部２１の構成を示すブロック図である。
【００２１】
　図２に示した超音波送受信部２１には、送信ビームフォーマ４１、パルサ４２、プリア
ンプ４３及び受信ビームフォーマ４４が設けられる。
【００２２】
　送信ビームフォーマ４１は、コンピュータ３０（図１に示す）から指示される送信条件
、例えば送信周波数、送信バースト波数、送信駆動素子数（送信開口）及び送信フォーカ
ス（送信遅延）等に従って、所定のレート周波数ｆｒ　Ｈｚ（周期；１／ｆｒ秒）で、送
信ビームを形成するためのレートパルスを繰り返し発生させる。このとき、Ｂモード等の
距離分解能が優先されるモードでは、広帯域の時間的に短いパルスが発生される一方、ド
プラモード等の感度が優先されるモードでは、比較的狭帯域の時間的に長いパルスが発生
される。
【００２３】
　パルサ４２は、送信ビームフォーマ４１によって発生されたレートパルスを受け、超音
波プローブ１１の圧電振動子を実際に振動させるためのパルスを発生させる。
【００２４】
　プリアンプ４３は、超音波プローブ１１からのエコー信号を、チャンネル毎に増幅する
。
【００２５】
　受信ビームフォーマ４４は、プリアンプ４３によって増幅された受信信号に、コンピュ
ータ３０（図１に示す）から指示される受信条件、例えば受信周波数、受信バースト波数
、受信駆動素子数（受信開口）及び受信フォーカス（受信遅延）等を与える。受信ビーム
フォーマ４４は、その後チャンネル毎の信号を加算して、受信ビームを電子的に形成させ
、走査線信号を取得する。なお、受信信号をデジタル信号に変換して遅延をかけてもよい
。
【００２６】
　ここで、超音波診断装置１０によって生成される１枚の２次元的な画像は、走査線方向
の異なる複数の１次元的な走査線信号の集まりによって構成される。例えば、１枚の部分
画像の生成に必要な走査線本数をＮとすると、Ｎは２００本、３００本等である。
【００２７】
　また、図１に示した画像処理部２２には、Ｂモード処理部２２ａ及びドプラ処理部２２
ｂが設けられる。
【００２８】
　画像処理部２２のＢモード処理部２２ａは、超音波送受信部２１から走査線信号を受け
取り、信号対ノイズ比（Ｓ／Ｎ比）を最適にするような受信フィルタ等を施し、診断画像
に必要な信号を抽出する。近年、送信波に対して２倍の高調波成分を抽出し映像化するテ
ィッシュハーモニック映像法が採用されているが、この高調波信号の抽出も、Ｂモード処
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理部２２ａで行なわれる。引き続きＢモード処理部２２ａは、対数増幅及び包絡線検波処
理等を施す。
【００２９】
　ドプラ処理部２２ｂは、超音波送受信部２１から受け取った走査線信号から速度情報を
周波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分
散及びパワー等の血流情報を多点について求める。
【００３０】
　画像生成部２３は、例えば、複数の画像の加算平均を施す時間スムージング処理、ある
いは空間的に微分処理を施すエッジ抽出処理等、操作者の好みに応じた走査線信号を生成
する。又は、画像生成部２３は、ドプラ画像に関しては、平均速度画像、分散画像、パワ
ー画像及びこれらを組み合わせた走査線信号を生成する。その後、画像生成部２３は、各
走査線信号をデジタル変換して、走査線情報としてコンピュータ３０に記憶させる。
【００３１】
　画像再構成部２４は、コンピュータ３０に１枚の部分画像を構成する全ての走査線信号
が揃うと、コンピュータ３０から走査線情報を読み込み、画像再構成を行なう。
【００３２】
　表示制御部２５は、一般的には、超音波スキャンの走査線信号列をテレビ等に代表され
る一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換して表示画像を生成する。なお、表
示画像には、診断に必要なパラメータ数値、時間情報及び患者名等の情報を合成してもよ
い。表示制御部２５は、表示画像を表示装置１４に表示させる。
【００３３】
　コンピュータ３０は、情報処理装置（計算機）としての機能を有し、超音波診断装置本
体１２の動作を制御する。コンピュータ３０には、制御プロセッサ（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒ
ａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３０ａ、内部記憶装置３０ｂ及び画像メモリ３
０ｃが設けられる。
【００３４】
　制御プロセッサ３０ａは、操作者によって入力装置１３が操作されることにより指令が
入力されると、内部記憶装置３０ｂに記憶しているプログラムを実行する。又は、ＣＰＵ
３０ａは、外部記憶装置３２に記憶しているプログラム、ネットワークＮから転送され通
信制御装置３１で受信されて外部記憶装置３２にインストールされたプログラム等を、内
部記憶装置３０ｂにロードして実行する。
【００３５】
　内部記憶装置３０ｂは、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）及びＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の要素を兼ね備え、ＩＰＬ（Ｉｎｉｔｉａ
ｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｌｏａｄｉｎｇ）、ＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐ
ｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）及びデータを記憶したり、制御プロセッサ３０ａのワークメモリや
画像の一時的な記憶に用いたりする記憶装置である。ここでは、内部記憶装置３０ｂは、
プログラムや、診断情報（患者ＩＤ及び医師の所見等）、診断プロトコル、送受信条件等
が記憶されている。
【００３６】
　画像メモリ３０ｃは、ＲＡＭとして機能し、画像生成部２３から受信した走査線情報を
一時的に記憶する。
【００３７】
　通信制御装置３１は、各規格に応じた通信制御を行なう。通信制御装置３１は、入力装
置１３、外部記憶装置３２及びネットワークＮに関するインターフェースである。超音波
診断装置本体１２によって得られた画像や解析結果等は、通信制御装置３１によって、ネ
ットワークＮを介して周辺装置に転送可能である。
【００３８】
　外部記憶装置３２としては、ＨＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ）等が挙げられ、外部記憶装置
３２は、不揮発性の半導体メモリ等によって構成される。外部記憶装置３２は、超音波診
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断装置本体１２にインストールされたプログラム（アプリケーションプログラムの他、Ｏ
Ｓ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）等も含まれる）や、画像再構成部２４によって
再構成された画像等を記憶する記憶装置である。また、ＯＳに、ユーザに対する情報の表
示にグラフィックを多用し、基礎的な操作を入力装置２５によって行なうことができるＧ
ＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を提供させることもできる
。
【００３９】
　外部記憶装置３２に記憶された画像は、例えば診断の後に操作者が呼び出すことができ
る。その場合、表示制御部２５を介して表示装置１４に表示画像を表示して、画像を静止
画的に表現することが可能である一方、複数枚の表示画像を使って、画像を動画的に再生
することが可能である。さらに、外部記憶装置３２に記憶された画像を、通信制御装置３
１を介してＬＡＮ（Ｌａｃｏｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等のネットワークＮに接続
された周辺装置に転送することも可能となっている。
【００４０】
　入力装置１３は、超音波診断装置本体１２に接続され、操作者からの各種指示、条件、
関心領域（ＲＯＩ：Ｒｅｇｉｏｎ　Ｏｆ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ）の設定指示、種々の画質条
件設定指示等を超音波診断装置本体１２にとりこむための各種スイッチ、ボタン、トラッ
クボール、マウス及びキーボード等を有している。
【００４１】
　表示装置１４は、表示制御部２５からのビデオ信号に基づいて、生体内のＢモード像（
形態学的情報）や、ドプラ像（血流情報）を表示する。
【００４２】
　ここで、超音波診断装置１０は、１枚の超音波画像を表現するために異なるｍ（ｍ：２
以上の整数）枚（ｍフレーム分）の部分画像（第１画像及び第２画像）をステレオグラム
として生成して表示する。以下、便宜上、ステレオグラムとして利用される部分画像を２
（ｍ＝２）枚としているが、３枚以上の部分画像をステレオグラムとして利用することも
できる。
【００４３】
　図３は、ステレオグラムの原理を説明するための図である。
【００４４】
　図３（ａ）及び（ｂ）には家と木が描かれた画像を示し、それらの配置が微小に異なっ
ている（ここでは簡単のため、家と木は平面的に描いている）。図３（ａ）に示した画像
を右目で、図３（ｂ）に示した画像を左目で見ると（交差法）、両眼の微小なずれが実際
に奥行きのある物体を見る場合の視差（両眼視差）と経験上類似するため、立体的に知覚
され、家が手前に、木が奥に存在するように見える。
【００４５】
　図４は、２枚の部分画像のステレオグラムとの関係を説明するための図である。
【００４６】
　図４（ａ）は第１の送受信条件で生成される第１画像の一部拡大図を、図４（ｂ）は第
２の送受信条件で生成される第２画像の一部拡大図をそれぞれ示している。送受信条件を
異ならせて生成した２枚の部分画像間においてスペックルの位置や形状が異なることは公
知であるが、超音波送受信部２１によって送受信条件を微小に異ならせると、各部分画像
上のスペックルの差異も微小となる。一方、各部分画像上の微小構造物に関しては、スペ
ックルと比較して、位置や形状の差異はより微小か、あるいは差異が全くない。
【００４７】
　よって、２枚の部分画像を生成してステレオグラムとして表示すれば、各部分画像上で
スペックルの位置が両者で微妙に異なるため、両眼視差に起因して手前面に（飛び出して
）見えたり、奥面に（奥まって）見えたりする。すなわち、知覚上、ターゲットとしての
微小構造物と不要物としてのスペックルとは、あたかも異なった奥行きの別の面に存在す
るように見える。なお、心理的に近くされる奥行き間を図５に示す。図５に示すように、
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両眼視差に起因して、微小構造物が手前面に、スペックルが奥面に見える。
【００４８】
　本発明は、２枚の部分画像をステレオグラムとして利用するために、２種類の送受信条
件にて２枚の部分画像を生成するものである（図６にて説明する。）。又は、２枚の部分
画像をステレオグラムとして利用するために、２種類の受信条件にて２枚の部分画像を生
成するものである（図６にて説明する。）。ここで、２枚の部分画像をステレオグラムと
して利用するために必要な送受信条件の差異は非常に微小であることが望ましく、単独の
画像では、その変化を視認できない程度でも効果がある。換言すれば、ステレオグラムに
よる奥行き間は、人間にとって非常に敏感に知覚される。
【００４９】
　よって、超音波送受信部２１によって送受信条件を微小に異ならせると、画像処理部２
２からは２枚の部分画像に相当する走査線信号が画像生成部２３に送られるため、画像生
成部２３は２枚の部分画像に相当する走査線信号をほぼ同時に取得する。又は、超音波送
受信部２１によって受信条件を微小に異ならせると、画像処理部２２からは２枚の部分画
像に相当する走査線信号が画像生成部２３に送られるため、画像生成部２３は２枚の部分
画像に相当する走査線信号をほぼ同時に取得する。そして、画像再構成部２４によって再
構成された２枚の部分画像を表示装置１４に表示すると、部分画像の基本的な描画性をほ
とんど変化させること無く、スペックルと微小構造物を知覚的に分離することが可能とな
る。
【００５０】
　続いて、本発明に係る超音波診断装置１０のシーケンスについて、図６に示すフローチ
ャートを用いて説明する。
【００５１】
　まず、制御プロセッサ３０ａによって、内部記憶装置３０ｂに記憶されたプログラムが
実行されると、指示情報の入力が要求される。操作者が入力装置１３を用いて指示情報を
入力することによって、ステレオグラムとして有用である２（ｍ＝２）枚の部分画像を生
成するための２（ｍ＝２）種類の送受信条件が設定される（ステップＳ１）。
【００５２】
　ここで、ステップＳ１によるｍ種類の送受信条件の設定は、例えば、１）送信フォーカ
ス及び受信フォーカス、２）送信開口及び受信開口、３）音速パラメータ、に差異をもた
せることで行なわれる。
【００５３】
　１）送信フォーカス及び受信フォーカス
　超音波送受信部２１によって送信フォーカス及び受信フォーカスに差異をもたせると、
第１画像を構成するｎ（ｎ＝１，２，…，Ｎ）本目の超音波ビーム（走査線）と、第２画
像を構成するｎ本目の超音波ビームとに差異をもたせることができる。よって、２枚の部
分画像間のスペックルの様相を容易に異ならせることができる。例えば、送信フォーカス
及び受信フォーカスを、深さ５ｃｍと５．４ｃｍとして、２枚の部分画像間の送信フォー
カス及び受信フォーカスに差異をもたせる。
【００５４】
　２）送信開口及び受信開口
　超音波送受信部２１によって超音波の送信開口及び受信開口に差異をもたせると、超音
波ビームの方向に差異をもたせることができる。よって、２枚の部分画像間のスペックル
の様相を容易に異ならせることができる。なお、送信開口及び受信開口を異ならせる場合
、送信開口及び受信開口の位置の差異はスペックルノイズ除去法で行なう場合に比べ、よ
り微小でよい。
【００５５】
　図７は、超音波ビームの差異の一例を説明する図である。
【００５６】
　図７に示すように、垂直方向を０°とすると、第１画像を構成する超音波ビームは、超
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音波ビームＬ１（－４５°），Ｌ３（－４４°），…，Ｌ８９（－１°），Ｌ９１（０°
），…，Ｌ１７９（４４°），Ｌ１８１（４５°）の方向に形成される。一方、第２画像
を構成する超音波ビームは、Ｌ２（－４４．５°），Ｌ４（－４３．５°），…，Ｌ９０
（－０．５°），Ｌ９２（０．５°），…，Ｌ１８０（４４．５），Ｌ１８２（４５．５
°）の方向に形成される。なお、超音波ビームの形成順序は、第１画像を構成する超音波
ビームＬ１，Ｌ３，…，Ｌ１８１を順に形成した後、第２画像を構成する超音波ビームＬ
２，Ｌ４，…，Ｌ１８２を順に形成してもよい。しかし、ステレオグラムに有用な２枚の
部分画像を生成するためには、２枚の部分画像を略同時に生成することが望ましいので、
２枚の部分画像を構成する超音波ビームを交互にＬ１，Ｌ２，…，Ｌ１８１，Ｌ１８２の
順に形成することが好適である。
【００５７】
　３）音速パラメータ
　超音波送受信部２１は、例えば音速パラメータを１５４０（ｍ／秒）と１５６０（ｍ／
秒）として差異をもたせる。音速パラメータに差異をもたせることによって、音波を収束
させる見かけ上の深さが変化するので、スペックルの異なる２枚の部分画像が生成できる
。なお、ステレオグラムに有用な２枚の部分画像を生成するためには、音速パラメータを
約２０（ｍ／秒）程度異ならせることが好適である。
【００５８】
　超音波送受信部２１は、ステップＳ１によって設定された２種類の送受信条件のうち第
１の送受信条件に従って超音波パルスを被検体Ｐに送波させ、第１画像を構成するｎ本目
の送信ビームを形成させる（ステップＳ２）。ステップＳ２では、まず、送信ビームフォ
ーマ４１によって、所定のレート周波数で、超音波の送信ビームを形成するためのレート
パルスを発生させる。このとき、Ｂモード等の距離分解能が優先されるモードでは、広帯
域の時間的に短いパルスが発生される一方、ドプラモード等の感度が優先されるモードで
は、比較的狭帯域の時間的に長いパルスが発生される。次いで、パルサ４２は、送信ビー
ムフォーマ４１によって発生されたレートパルスを受け、超音波プローブ１１の圧電振動
子を実際に振動させるためのパルスを発生させる。
【００５９】
　続けて、超音波送受信部２１は、超音波プローブ１１から送られるエコー信号に対して
、ステップＳ１によって設定された２種類の送受信条件のうち第１の送受信条件を与え、
第１画像を構成するｎ本目の受信ビームを形成させる（ステップＳ３）。ステップＳ２で
は、まず、プリアンプ４３によって、超音波プローブ１１からのエコー信号を、チャンネ
ル毎に増幅する。次いで、受信ビームフォーマ４４によって、プリアンプ４３によって増
幅された受信信号に第１の送受信条件を与え、その後チャンネル毎の信号を加算して、第
１画像を構成するｎ本目の受信ビームを電子的に形成させ、第１画像を構成するｎ本目の
走査線信号を取得する。
【００６０】
　画像処理部２２のＢモード処理部２２ａは、超音波送受信部２１から第１画像を構成す
るｎ本目の走査線信号を受け取り、信号対ノイズ比を最適にするような受信フィルタ等を
施し、診断画像に必要な信号を抽出する。引き続きＢモード処理部２２ａは、対数増幅及
び包絡線検波処理等を施す。又は、ドプラ処理部２２ｂは、超音波送受信部２１から第１
画像を構成するｎ本目の走査線信号を受け取り、速度情報を周波数解析し、ドプラ効果に
よる血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散及びパワー等の血流情報を
多点について求める。
【００６１】
　次いで、超音波送受信部２１は、ステップＳ１によって設定された２種類の送受信条件
のうち第２の送受信条件に従って超音波パルスを被検体Ｐに送波させ、第２画像を構成す
るｎ本目の送信ビームを形成させる（ステップＳ４）。続けて、超音波送受信部２１は、
超音波プローブ１１から送られるエコー信号に対して、ステップＳ１によって設定された
２種類の送受信条件のうち第２の送受信条件を与え、第２画像を構成するｎ本目の受信ビ
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ームを形成させる（ステップＳ５）。
【００６２】
　画像処理部２２のＢモード処理部２２ａは、超音波送受信部２１から第２画像を構成す
るｎ本目の走査線信号を受け取り、信号対ノイズ比を最適にするような受信フィルタ等を
施し、診断画像に必要な信号を抽出する。引き続きＢモード処理部２２Ａは、対数増幅及
び包絡線検波処理等を施す。又は、ドプラ処理部２２ｂは、超音波送受信部２１から第２
画像に相当するｎ本目の走査線信号を受け取り、速度情報を周波数解析し、ドプラ効果に
よる血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散及びパワー等の血流情報を
多点について求める。
【００６３】
　次いで、所要の断層に関する第１画像及び第２画像の生成に必要な走査線本数の走査線
情報が画像メモリ３０ｃに記憶されているか否か、すなわち、ｎ＝Ｎであるか否かを判断
する（ステップＳ６）。ステップＳ６の判断にてＹｅｓ、すなわち、ｎ＝Ｎであると判断
された場合、画像再構成部２４は各走査線情報を基に、第１画像及び第２画像を再構成す
る（ステップＳ７）。
【００６４】
　表示制御部２５は、一般的には、超音波スキャンの走査線信号列をテレビ等に代表され
る一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換し、第１画像及び第２画像から構成
される所要の断層に関する表示画像を生成する（ステップＳ８）。表示制御部２５は、表
示画像をステレオグラムとして表示装置１４に表示させる（ステップＳ９）。
【００６５】
　ここで、両眼視差によって奥行き間を知覚するステレオグラムの表示方法の例として、
ａ）液晶シャッターによる表示方法、ｂ）立体ディスプレイによる表示方法、ｃ）立体視
眼鏡による表示方法、ｄ）赤青フィルム眼鏡による表示方法がある。
【００６６】
　ａ）液晶シャッター方式
　液晶シャッターによる表示方法は、例えば１００分の１（秒）といった時間間隔で、第
１画像及び第２画像を表示装置１４上の左右に交互に表示し、その表示タイミングに同期
して、眼鏡のレンズ部の搭載される液晶シャッターを交互にＯＮ／ＯＦＦさせる。これに
より表示装置１４上に交互表示される２枚の部分画像に同期して、左右それぞれの視界を
開放したり閉じたりすることで、第１画像及び第２画像を１つの画像として立体的に知覚
することができる。この場合、超音波診断装置本体１２には、表示装置１４の交互表示に
同期する液晶シャッター眼鏡を設け、表示制御部２５は、第１画像及び第２画像を左右交
互に表示させる。
【００６７】
　ｂ）立体ディスプレイによる表示方法
　表示装置１４として立体ディスプレイを設け、その立体ディスプレイに第１画像及び第
２画像を表示させる。よって、観察者は、特別な眼鏡を着用することなしに裸眼で、第１
画像及び第２画像を１つの画像として立体的に知覚することができる。この場合の装置構
成は、立体ディスプレイの仕様に依存するが、基本的には第１画像と第２画像を所定の画
像フォーマットに従い、逐次立体ディスプレイに送信することで達成する。
【００６８】
　ｃ）立体視眼鏡による表示方法
　立体視眼鏡は、観察者がプリズムで視線を曲げた眼鏡を着用し、上下又は左右に並べた
２つの視差画像を、片方を左目で、もう片方を右目で見ることによって、観察者は、第１
画像及び第２画像を画像として立体的に知覚することができる。立体視眼鏡は、超音波診
断装置本体１２や表示装置１４と同期する必要がなく簡便である。この場合、超音波診断
装置本体１２は、第１画像及び第２画像を表示装置１４上下又は左右に並列表示すること
で達成する。なお、立体視眼鏡による表示方法は、特に立体視眼鏡をかけず裸眼の状態で
も、ある程度練習を行なえば、立体視することが可能となるので、第１画像及び第２画像



(12) JP 5203580 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

を並列表示するという装置機能も本発明の一部に含まれる。
【００６９】
　ｄ）赤青フィルム眼鏡による表示方法
　表示制御部２５は、第１画像を第１色（青）、第２画像を第２色（赤）で生成して加算
表示し、表示装置１４としてのカラーモニタに表示させる。観察者が、一方の目が青、他
方が赤の透過フィルムで構成される眼鏡を着用することによって、第１画像を右目で、第
２画像を左目で（又はその逆に）視認することができる。赤青フィルム眼鏡は立体映画上
映等にも配布使用され、非常に安価に製造できるという利点がある。
【００７０】
　また、ステップＳ９によって画像が表示された後、画像の生成及び表示を終了するか否
かを判断する（ステップＳ１０）。ステップＳ１０の判断にてＹｅｓ、すなわち、画像の
生成及び表示を終了すると判断された場合、シーケンスを終了する。なお、シーケンスの
終了とは、入力装置１３としてのＦｒｅｅｚｅボタンの入力等による超音波スキャンの停
止を指す。
【００７１】
　一方、ステップＳ６の判断にてＮｏ、すなわち、ｎ＜Ｎであると判断された場合、ステ
ップＳ２に戻り、超音波送受信部２１は、第１画像を構成する次の送信ビームを形成させ
る。
【００７２】
　また、ステップＳ１０の判断にてＮｏ、すなわち、画像の生成及び表示を終了しないと
判断された場合、新たな断層（新たなタイミング）における画像の生成を行なうために、
ステップＳ２に戻る。一般には動画像を表示するため、ステップＳ１０からステップＳ２
に戻り、ステップＳ２からＳ９の処理を繰り返し行ない、操作者から終了の指示を受ける
まで新たな断層における画像の生成及び表示を繰り返す。
【００７３】
　なお、送受信条件を変化させてスペックルの位置を微小に変化させる際に、実際にはス
ペックルの左右の移動方向はランダムであり、その結果、飛び出して見えたり奥まって見
えたりする（構造物は不動）。ステレオグラムを利用しているとはいえ、スペックルが奥
行き感を持って見えることが重要であり、「飛び出して見える」「奥まって見える」のど
ちらかは重要ではない。そこで、第１画像と第２画像の表示位置を交互に入れ替えるとい
う方法も有効となる。例えば、ｃ）立体視眼鏡による表示方法の場合、最初のタイミング
における２枚の部分画像を表示する際は、第１画像を右に第２画像を左に表示し、次のタ
イミングにおける２枚の部分画像を表示する際は、第１画像を左に第２画像を右に表示す
る。これを交互に繰り返す。その結果として、スペックルは飛び出して見えると同時に奥
まって見え、そのフレームレートが高速の場合、近くされる距離感は曖昧になる。その一
方で、構造物は位置を変えないため、はっきりと位置を認識可能となる。
【００７４】
　続いて、本発明に係る超音波診断装置１０のシーケンスの変形例について、図８に示す
フローチャートを用いて説明する。
【００７５】
　まず、制御プロセッサ３０ａによって、内部記憶装置３０ｂに記憶されたプログラムが
実行されると、指示情報の入力が要求される。操作者が入力装置１３を用いて指示情報を
入力することによって、ステレオグラムとして有用である２（ｍ＝２）枚の部分画像を生
成するための２（ｍ＝２）種類の受信条件が設定される（ステップＳ１１）。
【００７６】
　ここで、ステップＳ１１による２種類の送受信条件の設定は、図６に示したシーケンス
で説明したように、例えば、１）送信フォーカス及び受信フォーカス、２）送信開口及び
受信開口、３）音速パラメータ、に差異をもたせることで行なわれる。
【００７７】
　超音波送受信部２１は、送信条件に従って超音波パルスを被検体Ｐに送波させ、２枚の
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部分画像をそれぞれ構成するｎ本目の送信ビームを形成させる（ステップＳ１２）。ステ
ップＳ１２では、まず、送信ビームフォーマ４１によって、所定のレート周波数で、超音
波の送信ビームを形成するためのレートパルスを発生させる。このとき、Ｂモード等の距
離分解能が優先されるモードでは、広帯域の時間的に短いパルスが発生される一方、ドプ
ラモード等の感度が優先されるモードでは、比較的狭帯域の時間的に長いパルスが発生さ
れる。次いで、パルサ４２は、送信ビームフォーマ４１によって発生されたレートパルス
を受け、超音波プローブ１１の圧電振動子を実際に振動させるためのパルスを発生させる
。
【００７８】
　次いで、超音波送受信部２１は、超音波プローブ１１から送られるエコー信号に対して
、ステップＳ１１によって設定された２種類の受信条件のうち第１の受信条件を与え、第
１画像を構成するｎ本目の受信ビームを形成させる（ステップＳ１３）。ステップＳ１３
では、まず、プリアンプ４３によって、超音波プローブ１１からのエコー信号を、チャン
ネル毎に増幅する。次いで、受信ビームフォーマ４４は、プリアンプ４３によって増幅さ
れた受信信号に第１の受信条件を与え、その後チャンネル毎の信号を加算して、第１画像
を構成するｎ本目の受信ビームを電子的に形成し、第１画像を構成するｎ本目の走査線信
号を取得する。
【００７９】
　ステップＳ１３とほぼ同時に、超音波プローブ１１から送られるエコー信号に対して、
ステップＳ１１によって設定された２種類の受信条件のうち第２の受信条件を与え、第２
画像を構成するｎ本目の受信ビームを形成させる（ステップＳ１４）。
【００８０】
　画像処理部２２のＢモード処理部２２ａは、超音波送受信部２１から第１画像及び第２
画像を構成するｎ本目の走査線信号を受け取り、信号対ノイズ比を最適にするような受信
フィルタ等を施し、診断画像に必要な信号を抽出する。引き続きＢモード処理部２２ａは
、対数増幅及び包絡線検波処理等を施す。又は、ドプラ処理部２２ｂは、超音波送受信部
２１から第１画像及び第２画像を構成するｎ本目の走査線信号を受け取り、速度情報を周
波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散
及びパワー等の血流情報を多点について求める。
【００８１】
　次いで、所要の断層に関する第１画像及び第２画像の生成に必要な走査線本数の走査線
情報が画像メモリ３０ｃに記憶されているか否か、すなわち、ｎ＝Ｎであるか否かを判断
する（ステップＳ１５）。ステップＳ１５の判断にてＹｅｓ、すなわち、ｎ＝Ｎであると
判断された場合、画像再構成部２４は各走査線情報を基に、第１画像及び第２画像を再構
成する（ステップＳ１６）。
【００８２】
　表示制御部２５は、一般的には、超音波スキャンの走査線信号列をテレビ等に代表され
る一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換し、第１画像及び第２画像から構成
される所要の断層に関する表示画像を生成する（ステップＳ１７）。表示制御部２５は、
表示画像をステレオグラムとして表示装置１４に表示させる（ステップＳ１８）。
【００８３】
　ここで、両眼視差によって奥行き間を知覚するステレオグラムの表示方法の例としては
、図６に示したシーケンスで説明したように、ａ）液晶シャッターによる表示方法、ｂ）
立体ディスプレイによる表示方法、ｃ）立体視眼鏡による表示方法、ｄ）赤青フィルム眼
鏡による表示方法がある。
【００８４】
　次いで、画像の生成及び表示を終了するか否かを判断する（ステップＳ１９）。ステッ
プＳ１９の判断にてＹｅｓ、すなわち、画像の生成及び表示を終了すると判断された場合
、シーケンスを終了する。なお、シーケンスの終了とは、入力装置１３としてのＦｒｅｅ
ｚｅボタンの入力等による超音波スキャンの停止を指す。
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　一方、ステップＳ１５の判断にてＮｏ、すなわち、ｎ＜Ｎであると判断された場合、ス
テップＳ１２に戻り、超音波送受信部２１は、第１画像及び第２画像を構成する次の送信
ビームを形成させる。
【００８６】
　また、ステップＳ１９の判断にてＮｏ、すなわち、画像の生成及び表示を終了しないと
判断された場合、新たな断層における画像の生成を行なうために、ステップＳ１２に戻る
。一般には動画像を表示するため、ステップＳ１９からステップＳ１２に戻り、ステップ
Ｓ１２からＳ１８の処理を繰り返し行ない、操作者から終了の指示を受けるまで新たな断
層における画像の生成及び表示を繰り返す。
【００８７】
　なお、図８に示したシーケンスの場合は、電子的に受信ビームのみに差異をもたせたも
のであるから、図６に示したシーケンスの場合と比較して半分の超音波送受信で２枚の部
分画像の生成を行なうことができ、フレームレートの低下を抑制できる。加えて、１枚の
画像を表現するために多数の部分画像の生成及び表示を行なう際には、フレームレートの
低下の抑制が顕著である。
【００８８】
　本発明に係る超音波診断装置及び超音波画像表示プログラムによれば、平滑化画像フィ
ルタのような画像加工を行なうことなしに、画像の画質を維持しながら、人間の知覚情報
（視覚心理学）を利用して、ターゲット（微小構造物）と不要物（スペックル）とを分離
できる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明に係る超音波診断装置及び超音波画像表示プログラムの機能の実施形態を
示すブロック図。
【図２】超音波送受信部の構成を示すブロック図。
【図３】（ａ），（ｂ）は、ステレオグラムの原理を説明するための図。
【図４】（ａ），（ｂ）は、２枚の部分画像のステレオグラムとの関係を説明するための
図。
【図５】心理的に近くされる奥行き間を示す図。
【図６】本発明に係る超音波診断装置のシーケンスを示す図。
【図７】超音波ビームの差異の一例を説明する図。
【図８】本発明に係る超音波診断装置のシーケンスの変形例を示す図。
【符号の説明】
【００９０】
１０　超音波診断装置
１１　超音波プローブ
１２　超音波診断装置本体
１３　入力装置
１４　表示装置
２１　超音波送受信部
２２　画像処理部
２３　画像生成部
２４　画像再構成部
２５　表示制御部
３０　コンピュータ
３２　外部記憶装置



(15) JP 5203580 B2 2013.6.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(16) JP 5203580 B2 2013.6.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(17) JP 5203580 B2 2013.6.5

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０００－３３３９５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１１６６５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１３０００９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０３－０９９６５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－３１７９２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１５５８６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１５７５４０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００　　　　



专利名称(译) 超声波诊断装置和超声波图像显示程序

公开(公告)号 JP5203580B2 公开(公告)日 2013-06-05

申请号 JP2006169912 申请日 2006-06-20

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

当前申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 神山直久

发明人 神山 直久

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/DD18 4C601/DD30 4C601/EE04 4C601/EE22 4C601/HH22 4C601/HH29 4C601/HH31 4C601
/HH33 4C601/JC17 4C601/JC21 4C601/KK12 4C601/KK22 4C601/KK25 4C601/LL38

其他公开文献 JP2008000181A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在保持图像质量的同时分离目标和不必要的对象，而不
执行像超声诊断设备中的平滑图像滤波之类的图像处理。解决方案：超
声波诊断装置10具有超声波探头11和超声波诊断装置主体12.超声波诊断
装置主体12包括超声波发送/接收部分21，图像重建部分24，显示控制部
分25和显示装置。超声波发送/接收部分21根据发送/接收条件发送/接收
超声波，它们在表示一个图像的第一图像和第二图像之间不同，并获得
第一图像和扫描线信号的扫描线信号。为第二个图像。图像重建部分24
基于扫描线信号重建第一和第二图像。显示控制部分25生成具有第一和
第二图像作为立体图的显示图像，并且显示设备14显示所生成的显示图
像。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4afc11eb-9a9b-4743-8829-e1d1f555d940
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/039005050/publication/JP5203580B2?q=JP5203580B2

